
（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

7,462 94.6%

-
 1
 -

6,155 93.5%

【事業目的】
地域の農産物の生産から流
通に至るまでの過程を有機
的・一体的に連携するため広
域営農団地として整備する
中で、当地域で生産された農
畜産物を効率的に市場に輸
送できる基幹となる道路（通
称「フラワーロード」）１８ｋｍ
（内農道区間１２．６ｋｍ）を整
備し、流通・輸送面での生産
コストを低減するなど地域農
業の安定と活性化を図るも
のです。

H22 1,307 100.0%

③

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

施行済み
Ｌ＝１２，５１６ｍ
橋梁５カ所

残工事は、東名阪自
動車道の跨道橋工事
と、その前後取り付け
区間の法面保護、舗
装及び橋梁耐震化工
事を残すのみとなって
います。

Ｌ＝８８ｍ
橋梁１カ所
橋梁耐震補強工事
２カ所

（１）Ｈ１２再評価から
の全体計画の変更

平成１７年度現在、
全体事業費７，４６２
百万円（６２百万円
増）となっています。
計画の変更内容
は、橋梁の耐震化
のための追加工事
です。（Ｈ１７年度施
工）

（２）周辺環境の変
化

亀山地域に県のクリ
スタルバレー構想の
核となるシャープ亀
山工場の稼働を始
め関連企業の進出
がめざましく、その
輸送路としても重要
な道路と位置づけら
れています。

事業進捗状況

鈴鹿市、
亀山市

【全体計画概要】
道路工 L=１２，６３８ｍ
橋梁工 ６橋

S55

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．６２

道路工事で発生した
伐採木や根株をチッ
プ化し利用すること
で、法面緑化材とし
て再利用し、７８０万
円の縮減を図りま
す。

代替案の検討
特になし

日本道路公団に委託
し、整備を行っている
跨道橋の施行に合わ
せて、取付部分の工
事を実施し、平成１８
年度に事業完了する
計画です。

事
業
名

番
号

広
域
農
道
事
業

1
北勢南部地
区

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名 委員会意見等

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名 委員会意見等

17,571 86.0%

-
 2
 -

13,407 81.6%

【事業目的】
余暇時間の増大、レクリエー
ション需要の拡大、大規模な
レクリエーションニーズに対
応してレク空間施設を公共民
間協力方式により一体的に
整備する。

Ｈ２２ 4,164 100.0%

長時間を要している
ため、社会経済情勢
の大きな変化や国
民のレジャーやレク
リエーション行動も
変化してきており、こ
れに即応した整備が
望まれている。

今回、大白地区につ
いて、平成１４年度
の前回再評価で継
続の了承を頂いた
「基本計画」の一部
が、住民検討会にお
いて見直しされるこ
とが決定された。
これが三重県公共
事業再評価実施要
綱第２条の定義であ
る「主たる施設の新
設・廃止を伴う変更」
に該当するため再
評価を行うものであ
る。

費用便益分析結果
（片上池）
B/C=2.12
（城の浜）
B/C=3.79
（大白）
B/C=1.99

コスト縮減
建設コスト縮減につ
いては、建設残土の
有効利用を図るなど
一層の取り組み強化
を行うとともに、今後
は維持管理面でのコ
スト縮減という課題に
対し、「指定管理者
制度」を導入する。
適正な公園管理とと
もに、維持管理コスト
低減に繋がるものと
して期待されている。

代替案
提案の計画は、住民
の意思で決定された
計画であり地域ニー
ズに即したものとなっ
ている。
現在の事業進捗や
用地買収の状況から
判断しても、この代
替案は考えられず、
現計画で進めること
が妥当であると判断
している。

早期の事業効果を発
現するために、熊野
灘臨海公園６地区の
うち片上池地区、城
の浜地区、大白地区
の３地区を重点的、
先行的整備地区とし
て設定し、今後５箇年
を目途として整備を
行う。

審査を行った結果、２０番につ
いては、前回委員会意見を踏ま
えた検討内容になっていないよう
に思われた。したがって、次の点
について説明できる資料の提出
を待って再審議とする。
一、熊野灘臨海公園の整備目的
の明確化
一、熊野灘臨海公園の整備目的
における大白地区の位置づけ
一、大白地区の公園整備にかか
るコンセプト変更の客観的な理
由
一、大白地区のグランドにかかる
具体的な利用計画及び利用者年
齢構成の見通し
一、地元のスポーツ施設の整備
実態と今後の整備計画

④

【全体事業概要】
整備面積 530.8ha
（片上池）管理棟、木製ﾃﾞｯ
ｷ、園地整備、橋梁整備
（城の浜）ｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場、ﾌﾟｰ
ﾙ、体育館、温泉施設整備、
園地整備、多田ヶ瀬園路整
備
（大白）園地整備、橋梁、ﾃﾆｽ
ｺｰﾄ、多目的広場、野球場、ｿ
ﾌﾄﾎﾞｰﾙ場、大白・藤ヶ谷池整
備、野外学習施設

Ｓ４５

（片上池）
管理棟は供用済み、
平成１３年度より、道
の駅としての機能を
追加し営業を始め、利
用者を増進させてい
る。供用面積2.2ha

（城の浜）
オートキャンプ場、
プール、体育館は供
用済み。供用面積
39.8ha

（大白）
園路、橋梁、芝生広
場、テニスコートは整
備済み。テニスコート
は町の運営管理によ
り営業されている。供
用面積3.5ha

都
市
公
園
事
業

20
熊野灘臨海
公園

紀伊長島
町、海山
町



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（県事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名 委員会意見等

93,600 56.6%

-
 3
 -

91,600 55.7%

【事業目的】
伊勢湾をはじめとする河川及
び水路等の水質汚濁を防止
し、併せて関係市町の生活
環境の改善及び保健衛生向
上を図ります。

Ｈ５１ 2,000 99.0%

下
水
道
事
業

21
中勢沿岸流
域下水道（松
阪処理区）

松阪市、
一志町、
白山町、
多気町

③

【全体事業概要】
流域幹線管渠整備 55 km
中継ポンプ場 ６箇所
流域処理場 処理能力
 113,300 m3/日

H2

流域幹線管渠整備
43 km
中継ポンプ場
4箇所
流域処理場 処理能
力

 21,850
m3/日

事業の推進に伴い公
共用水域の水質保全
及び生活環境の改善
が進み、関係市町か
らはなお一層の下水
道事業整備の要望が
高まっている。

審査を行った結果、事業継続の妥当
性が認められたことから事業継続を了
承する。ただし、県に対し次の点につい
て本年度中に説明を求めるものであ
る。
一、全体事業費の増額要因について
県は、前回の再評価時には、国の示
す費用関数を使って処理場の建設事業
費を算出していたが、今回、積み上げ
たところ当該費用が著しく増額となり、
その理由として費用関数の要因の変化
によるものとの説明があった。しかしな
がら、前回再評価からわずか７年しか
たっていないにもかかわらず、当該費
用がおおむね２００億円も増額になるこ
とは、県の計画の甘さを指摘せざるを
得ないものと判断される。このため、次
の点について詳細な説明をされたい。
（１）費用関数の考え方とその要因の変
わった点（２）処理場の既築部分と残計
画部分をあわせた建設事業費内訳（３）
最近のデータを使った人口推計
一、合併処理浄化槽との経済比較等に
ついて
県は、水質について三重県庁の浄化
槽の実績と下水道の実績を比較して下
水道の浄化能力が優れているため、将
来にわたって下水道を整備する旨説明
があった。しかしながら、今日では浄化
槽の技術が進んでおり、将来を想像す
れば、更に当該技術革新が予想され
る。したがって、今後は、最新技術を応
用した浄化槽を基に現在の水質並びに
費用を推測して下水道と比較するよう
求めるものである。なお、下水道と浄化
槽の比較に当たっては、下水道のメリッ
トのみならず、デメリットも含めて説明さ
れたい。合併処理浄化槽の設置スピー
ドについては、他の先進的な自治体の
状況を参考に県、市、町で最大限努力
できる取り組みを考えるよう求めるもの
である。
一、資料の作成について
今後は、人口分布や家屋等の配置が
判るような図面などを添付するととも
に、資料の様式や塗色を統一するなど
県民にわかりやすい資料の作成に努め
られたい

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．１３

推進工事において、
長距離施行を採用す
ることによりコスト縮
減を図っている。

代替案の検討
合併浄化槽を代替案
として費用効果分析
を実施

【全体計画の変更】
平成１４年度の中南
勢水域流域別下水
道整備総合計画の
見直しに従い、平成
１５年度に計画目標
年度の延伸並びに
計画諸言の変更を
行っている。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（市町村事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

6,310 35.2%

2,940 2.4%

-
 4
 -

【事業目的】
松阪市民の運動・レクリエー
ションに対する要望や、環
境、自然の大切さ、また高齢
化社会へむけての健康維持
を目的とする空間等の整備。 H28 3,370 63.9%

172,400 30.3%

172,400 30.3%

【事業目的】
三重県の流域下水道整備と
整合を図り、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善
を図ります。

Ｈ５７ － －

当初事業計画にお
いては陸上競技場、
野球場、プールなど
高規格の施設を建
設していく計画で
あったが社会経済
情勢の大きな変化
に伴い市の財政事
情も大変厳しい状況
となり、また今後高
齢化社会を迎えるに
あたり健康増進や健
康維持を目的とし、
自然環境を活かした
手軽に利用できる施
設整備が望まれて
いる。

費用便益費
B／C＝１．６５

建設残土の有効利
用を図る。
維持管理面でコスト
縮減につとめる。
・地元住民による低
コストの管理。
・指定管理者制度の
導入の検討。

代替案の検討
現在の用地取得の
状況から現計画で進
めることが妥当であ
ると判断している。

【全体計画の変更】
中勢沿岸流域下水
道（松阪処理区）計
画と調整を図り平成
１６年度に見直しを
行った。

【周辺環境の変化】
２級河川愛宕川の
水質について、水洗
化が進みにつれ改
善され、良くなってき
ている。

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．１０

管渠の最小管径、人
孔間距離、人孔種別
等の見直しを行い、
コスト縮減を図ってい
る。

代替案の検討
合併浄化槽を代替案
として費用効果分析
を行っています。

都
市
公
園
事
業

114
松阪市
総合運動公
園

松阪市 ②

【全体事業概要】
整備面積 A=52.5ha
調整池整備
芝生広場 多目的広場
展望広場 遊具広場
園路整備 駐車場整備
景観施設整備
便益施設
ジョギングコース
デイキャンプ場

Ｈ８

平成 ８年度から
平成１６年度末

用地取得面積
A=２８．８ha

平成15年度
進入道路一部整備

用地取得済みであ
る２６．５haについて
平成17年度より平成
23年度までの7年間
で施設整備を行い一
部供用開始を行う。

施設整備区域外の
計画については社会
経済状況等の変化を
ふまえ、施設計画の
検討を行っていく。

審査を行った結果、次の点につ
いて資料及び説明が不足してい
た。したがって、これを説明でき
る資料の提出を待って再審議と
する。
一、地元自治体の公園計画にお
ける本公園と競合公園との位置
関係及び利用計画上の役割
一、競合公園を含めた利用者数
の見通し
一、全体計画図と比較できる今
後の進捗計画図
一、周辺の道路網と進入路の関
係

下
水
道
事
業

115

松阪市関連
公共下水道
（松阪処理
区）

松阪市 ③

【全体事業概要】
管渠整備 5,084 ha
（処理人口 148,470 人）

Ｈ２

管渠整備 1,148ha 事業推進の支障とな
るような変化はなく、
事業に対する住民の
理解や要望が高まっ
ている。

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（市町村事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

15,800 52.5%

15,780 52.5%

-
 5
 -

【事業目的】
三重県の流域下水道整備と
整合を図り、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善
を図ります。

Ｈ３２ 20 100.0%

18,500 26.5%

18,490 26.4%

【事業目的】
三重県の流域下水道整備と
整合を図り、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善
を図ります。

Ｈ４５ 10 100.0%

下
水
道
事
業

116

一志町特定
環境保全公
共下水道
（松阪処理
区）

一志町 ②

【事業目的】
管渠整備 488 ha
（処理人口 15,020 人）

暫定処理場（～Ｈ18）
処理能力 1,200 m3/日 Ｈ８

管渠整備 183ha 【全体計画の変更】
流総計画の変化に
伴い全体計画の変
更を行っている。

【周辺環境の変化】
供用開始地区の排
水路の水質が改善
されている。

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．１９

小口径マンホールを
採用し、コスト縮減を
図っている。

代替案の検討
合併浄化槽を代替案
として費用効果分析
を行っています。

事業推進の支障とな
るような変化はなく、
事業に対する住民の
理解や要望が高まっ
ている。

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。

下
水
道
事
業

117

白山町特定
環境保全公
共下水道
（松阪処理
区）

白山町 ②

【全体事業概要】
管渠整備 694 ha
（処理人口 12,600 人）

暫定処理場（～Ｈ21）
処理能力 700 m3/日 H13

管渠整備 109ha 【全体計画の変更】
流総計画の変化に
伴い全体計画の変
更を行っている。

【周辺環境の変化】
供用開始地区の排
水路の水質が改善
されている。

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．０９

小口径マンホールを
採用し、コスト縮減を
図っている。

代替案の検討
合併浄化槽を代替案
として費用効果分析
を行っています。

順調に整備が進み、
下水道普及にかかる
住民の期待は大き
い。
また事業に対する住
民の理解や要望が高
まっている。

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。



（単位：百万円）

総事業費 進捗率

工事費 進捗率

目標年 用地費 進捗率

委員会意見等箇所名
再評
価の
理由

全体事業概要と目的市町村名
事
業
名

番
号

今後の事業の見通し採択年
費用便益分析結果
コスト縮減の可能性
代替案の検討 等

平成１７年度三重県公共事業再評価箇所一覧表（市町村事業）

事業進捗状況

事業を巡る社会経
済状況等の動向事業進捗内容

8,600 40.7%

8,600 40.7%

-
 6
 -

【事業目的】
三重県の流域下水道整備と
整合を図り、公共用水域の
水質保全と生活環境の改善
を図ります。

Ｈ２６ － －

注：再評価理由
①事業採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
②事業採択後一定期間を経過した時点で継続中の事業
③再評価実施後一定期間が経過している事業
④社会経済情勢の急激な変化等により再評価を実施する必要が生じた事業

下
水
道
事
業
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多気町特定
環境保全公
共下水道
（松阪処理
区）

多気町 ②

【全体事業概要】
管渠整備 404 ha
（処理人口 9,320 人）

Ｈ９

管渠整備 133ha 【全体計画の変更】
流総計画の変化に
伴い全体計画の変
更を行っている。

【周辺環境の変化】
供用開始地区の排
水路の水質が改善
されている。

費用便益費
Ｂ／Ｃ＝１．５９

小口径マンホールを
採用し、コスト縮減を
図っている。

代替案の検討
合併浄化槽を代替案
として費用効果分析
を行っています。

順調に整備が進み、
下水道普及にかかる
住民の期待は大き
い。
また事業に対する住
民の理解や要望が高
まっている。

審査を行った結果、事業継続
の妥当性が認められたことから
事業継続を了承する。


